
今週末２０２４年２月１７日（土）に汐見台中学校で防災訓練が行われます。

汐見台中学校はＧＳＩの避難拠点です。参加希望の方は９：３０から受付開始

１０：００～１２：００で以下の５項目に関する訓練が行われます。

参加希望の方は前日まで４０７号室西のポストに部屋番号と参加人数を書いたメモを入れて下さい。

尚、参加できない・しない方のために、上記に関連した情報を開示します。

①資機材関連説明
ハマッコトイレ説明
ガス式及びガソリン式発電機作動説明
エンジンカッター／油圧ジャッキ

②グランド／中庭備蓄庫説明

③アマチュア無線説明

④磯子区災害ボランティアネットワーク 活動説明

⑤避難生活の区割り訓練



①機材関連説明（ハマッコトイレ２５分）

汐見台中学校の浜っ子トイレはグランド埋設型災害用トイレ。グランド３０ｃｍ下にマンホールがあ
り、震災時は３０ｃｍを１時間程度かけて掘り起こし、設置予定です。（防災訓練では未実施）。

グランド埋設型災害用トイレ設置方法 - YouTube

https://www.youtube.com/watch?v=qeg4CHtSoBQ


震災時にハマッコトイレは使えるの？水の貯蓄はどのくらい必要？

ハマッコトイレは震災時には誰でも使えます。但し、被災者が体育館に避難している可能性が高いの
で、朝などは行列になる可能性があります。

汐見台中学校のプールですが、ハマッコトイレのために使用しますので、一般の方は使えません。

断水の場合に備えて、飲み水確保と各家庭で湯舟などに普段から水を溜める対策などをお願いしてい
ます。

水の貯蓄は４日分が目安です。それ以降、右
記の拠点で汐見台地区への給水が行われる予
定です。

震災後４日目には水道局の人が上り旗を上げ
て水の供給を開始します。

時間がある時に場所を確認しておいて下さい。

磯子区汐見台３丁目８番地２汐見台配水池



①資機材関連説明（ガス式及びガソリン式発電機作動説明、エンジンカッター／油圧ジャッキ２５分）

ガス式 ガソリン式

0056_20210428.pdf (yokohama.lg.jp)

この発電機を使用して、地域防災拠点に備蓄している投光機や移動式炊飯器を稼動させるのに使われます。

エンジンカッター／油圧ジャッキは、阪神大震災で、自衛隊などの救助活動が手作業だった教訓で設置
されました。しかし、エンジンカッターはその必要性が問われ、予算が下りないために、手入れができ
ていないのが実情です。目的は金属を切断できるので、歪んで開かないドア等の切断り利用します。
油圧ジャッキは物を持ち上げたり、動かしたり、隙間を広げ被災者の救出を行います。

0054_20210428.pdf (yokohama.lg.jp)

0055_20210428.pdf (yokohama.lg.jp)

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/chikitaisaku/license/bousailicense.files/0056_20210428.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/chikitaisaku/license/bousailicense.files/0054_20210428.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/chikitaisaku/license/bousailicense.files/0055_20210428.pdf


②グランド／中庭備蓄庫説明５分

中庭備蓄庫には行かず、写真のみの説明です。昔の資
料ですが、右記のような備蓄があると考えられます。

震災時には、対象エリアの方には名前の記載で食料・
水・生活用品が配給されると説明がありました。

しかし、大規模災害となると岡村や、磯子地区の被災
者、磯子駅や屏風ヶ浦の下の道路から高台へ向けて車
が避難してくる可能性が高く、高台の汐見台付近で車
が身動きできなくなり、被災者が体育館に集中する可
能性もあります。

人道的立場からは、被災者優先で備蓄庫が使われると
思います。各自で食べ物・飲み物・生活用品の備蓄は
行っておきましょう。



災害時における通信手段を確保するため、特設 公衆電話の事前設置が行われています。

③アマチュア無線説明（トランシーバ取り扱い、デジタル移動無線機、特設公衆電話説明）１０分

アマチュア無線を活用した拠点での情報受伝達訓練です。

情報班からいただいた情報(避難者数ほか)を伝達する訓練を、地域防災拠点と区役所に開設した
無線局間で実施します。

訓練ではトランシーバー及び、デジタル移動無線機、特設公衆電話の説明になりますが、トラン
シーバー及び、デジタル移動無線機は区役所との情報交換が目的で、被災者用ではありません。

現在、汐見台中学校には２台の特設公衆電話があります。こちらは被災者用です。

考える防災／横浜市ｱﾏﾁｭｱ無線非常通信協力会磯子区支部 (kangaerubosai.sakura.ne.jp)

http://www.kangaerubosai.sakura.ne.jp/


④磯子区災害ボランティアネットワーク 活動説明１０分

0022_20231115.pdf (yokohama.lg.jp)

https://www.city.yokohama.lg.jp/isogo/kurashi/bosai_bohan/saigai/isobousai/default2023020209.files/0022_20231115.pdf


⑤避難生活の区割り訓練１０分

実際の区割り訓練では、養生テープ３巻き、メジャー１
セット、ブルーシート２枚しか用意されていません。

多分、右写真のような、区割りをメジャーで測り、テー
プで区割りをしてブルーシートを敷く作業だけになると
思います。

本当の震災では左図のような寝泊りができる設備が必要となり
ます。

現時点では防災訓練ではそこまで考えられてなく、備蓄品とし
てはありません。段ボールベット等は、震災時に必要に応じて
供給されることになります。

ＧＳＩの防災案では、マンションが崩壊しない限り、自宅待機
が前提です。
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